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　サクラの枝に卵のようなものが付いていた。
イラガの繭である。繭はとても固くて、強く掴
んでも潰れることはない。中にはイラガという
ガの蛹になる前の幼虫が入っている。イラガは
毒のある棘を持つので嫌われるが、繭に触って
も問題は無い。イラガが成虫になるのは 6 月
だから、春になってもそのままだ。繭には白と
濃い茶色の模様があり、同じ模様はないほど
様々な模様がある。
　ところでこの模様はどうやって付けられたの
だろうか。幼虫が繭を作る過程で、繭の中で前
を向いたり後ろを向いたりするのですが、薄い
茶色の液体を繭の内側に塗りつけていく。作業
が進むと、お尻から透明な液体を大量に排泄し、
体をくるくると回転させながら繭の内側全体に
広げていく、肉角など突出部のあるところには、
液体はまわらず、そこに模様が出来るらしい。

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶日　時　3/3 ㈰ ～ 3/17 ㈰　
▶時　間　9:00 ～ 16:00（16:30 まで観覧可能）
▶観覧料　無料　　▶場　所　第１・２展示室
▶休館日　3/4 ㈪、 3/11 ㈪

～ まなびのまち造形講座受講生、～ まなびのまち造形講座受講生、
　　　　講座 OB 会による一年間の成果 ～　　　　講座 OB 会による一年間の成果 ～

令和５年度 まなびのまち造形講座作品展令和５年度 まなびのまち造形講座作品展

　令和５年度「まなびのまち造形講座」の受講生の皆
さんと、講座 OB 会の皆さんによる作品発表展を開催
します。この一年間、講座等で学んだ成果の発表の場
として、日本画、水彩画、油彩画、デッサン、書道、
陶芸の意欲作を一堂に展示します。受講生の皆さんの
努力の成果をどうぞご覧ください。
　合わせて会期中の 3/3 ㈰から 3/10 ㈰まで、令和６
年度「まなびのまち造形講座」受講生の募集を展示会
場で受付けます（広報こもろ 2 月号 P12 に詳細は記
載）。皆様のお申込みをお待ちしています。

イラガの繭
まゆ


